
 地産地消、地域ブランドの振興等、地域産業の活性化の高まりがある中で、企業が発展的に事業
展開する上で農商工連携は重要な一つの施策として捉えられています。また、企業の連携体に学・官
の技術的支援が加わり、新商品・新技術の開発、新規分野へ参入するなど産学官連携の一つの形
態としても重要性が高まっています。 

 今セミナーでは、農商工連携への理解を深め今後の企業経営に役立てるため、事業計画を進める
中で多く発生する課題、その攻略方法等について考察するほか、県内の先進事例、支援制度につい
て紹介いたします。 
 
 

 
 １．と  き   平成２４年９月６日（木）  １４時～１６時２０分 

２．と こ ろ   富山流通会館 中ホール  （無料駐車場有） 

          （富山市問屋町１－３－１８  電話：０７６-４５１-９２０１）   

３．内     容 
 

平成24年度 官学と中小企業との知の交流プラザ推進事業 

～農商工連携の成功のヒントを探る～ 

    

   

 「経営の向上を目指す農商工連携 ～中小企業者の経営向上とは？～」  （14時～15時）                                              

    講師  布目 大剛 氏 (中小企業診断士・（独）中小企業基盤整備機構アドバイザー） 

 

   

 「氷見の海からできたワイン生産及び関連商品開発・販売 」  （15時10分～16時） 

     講師        飯田 健児 氏 （㈱Ｔ－ＭＡＲＫＳ 取締役・企画営業部マネージャー） 

           布目 大剛 氏 （中小企業診断士・（独）中小企業基盤整備機構アドバイザー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    富山県の農商工連携支援制度の概要  （16時～16時20分） 

      富山県商工労働部経営支援課 より 

Ⅰ 講 演 

Ⅱ 事例紹介 

Ⅲ 施策紹介 

４．定  員   ５０名 

５．お申込み・お問い合わせ      

     

    

＜計画概要＞ 

 ㈱釣屋魚問屋、㈱Ｔ－ＭＡＲＫＳ、㈲日の出大敷、㈲シー
フード北陸が連携し平成20年9月、農商工連携事業計画
について国の認定を受ける。 

 これまで廃棄していた雑魚を魚粉化し、肥料としたもの
で果樹の生産を行う。その果樹でワインを製造し、ワイン
に合った新商品（魚料理）も開発する。 

 定置網漁業を行っている㈲日の出大敷が雑魚を提供、
㈱釣屋魚問屋がその雑魚を使用し肥料用の魚粉とワイン
に合った魚料理を提供、㈱Ｔ－ＭＡＲＫＳは魚粉肥料を活
用してぶどう栽培とワイン製造を行い、販売は大手デパー
トに販売チャネルを持つ㈲シーフード北陸と連携する。 

裏面の受講申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにて送信ください。  

参加
無料 

主催  富山県中小企業団体中央会 



 
 

 

貴社名・団体名 

住 所 
〒   － 

電話番号 

Ｅメール 

参  加  者 

所属・役職 氏   名 

下記に必要事項をご記入の上FAXにてお申し込みください。 FAX 076-422-0835 

お問合せ・お申込み先 
富山県中小企業団体中央会 調査連携推進グループ 

ＴＥＬ：076-424-3686 

※いただいた個人情報は、本セミナーに関わる連絡及び開催者からの施策の紹介等のご案内に使
用させていただきます。 

アクセスマップ 

ＪＲ富山駅より 車で15分 
 
富山地方鉄道東新庄駅より 徒歩10分 
 
北陸自動車道富山ＩＣより 車で25分 
 
富山空港より 車で30分 

 

受  講  申  込  書 

http://www.chuokai-toyama.or.jp/ttonya/images/about/about10/img_map-l.gif?keepThis=true&TB_iframe=true&height=800&width=660

